
宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
三
五

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
後
、
過
去
の
災
害
関
係
史
料
に
着
目
し
、
こ
れ

ら
を
防
災
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
様
々
な
取
り
組
み
が
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
当
館
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
五
年
六
月

一
日
～
九
日
ま
で
、
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
の

一
環
と
し
て
「
山
口
県
災
害
記
～
過
去
の
記
録
に
学
ぶ
～
」
を
企

画
し
、
館
蔵
災
害
関
係
史
料
の
展
示
、
講
座
の
開
催
な
ど
を
通
し

て
、
山
口
県
を
襲
っ
た
災
害
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
災
害
関
係
史
料

を
含
む
文
書
・
記
録
保
存
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

本
稿
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
過
程
で
確
認
し
た
災
害
関
係
史
料

の
う
ち
、
宝
永
四
年
地
震
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

宝
永
四
年
地
震
と
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
月
四
日
未

刻
に
発
生
し
た
、
遠
州
灘
沖
か
ら
四
国
沖
ま
で
南
海
ト
ラ
フ
沿
い

の
広
い
範
囲
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地
震
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
直
後
に

発
生
し
た
津
波
が
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た

こ
と
、
ま
た
、
地
震
の
四
十
九
日
後
に
富
士
山
が
噴
火
し
た
こ
と

で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
震
に
関
し
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
山
口

県
域
に
つ
い
て
は
史
料
が
少
な
く
、
未
だ
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い

な
い（

（
（

。
し
か
し
、
山
口
県
域
に
お
い
て
も
二
十
四
日
後
の
十
月
二

十
八
日
に
は
誘
発
地
震
と
み
ら
れ
る
地
震
が
起
こ
り
、
死
者
も
出

る
な
ど
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
将
来
的
な
発
生

〈
史
料
紹
介
〉

宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料

―
徳
山
毛
利
家
文
庫
を
中
心
に
―

伊　

藤　

一　

晴



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
三
六

が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地
震
へ
の
対

策
を
考
え
る
際
に
も
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
起
こ
っ
た
安

政
地
震
と
と
も
に
、
重
要
な
事
例
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
史
料
の
う
ち
、【
史
料
二
】【
史
料
三
】、
ま

た
【
史
料
四
】
の
後
半
部
分
は
、
既
に
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編

『
新
収　

日
本
地
震
史
料
』
及
び
宇
佐
美
龍
夫
編
『「
日
本
の
歴
史

地
震
史
料
」
拾
遺
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（
（

が
、
年
月
日
順
と
い
う

史
料
集
の
性
格
上
、
関
連
記
事
を
通
覧
し
に
く
く
、
ま
た
翻
刻
が

不
充
分
で
あ
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

一　

史
料
解
題

　

本
稿
で
は
、
徳
山
藩
の
藩
政
文
書
で
あ
る
徳
山
毛
利
家
文
庫
内

の
史
料
を
三
点
、
萩
藩
の
藩
政
文
書
で
あ
る
毛
利
家
文
庫
内
の
史

料
一
点
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
解
題
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

【
史
料
一
】
逸
史　

宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
山
毛
利
家
文
庫　

逸
史
49
）

　

徳
山
藩
で
編
纂
さ
れ
た
史
書
。
し
か
し
、
そ
の
編
纂
者
・
時
期

と
も
未
詳
。
現
在
、
五
十
九
冊
が
伝
わ
る
。
請
求
番
号
逸
史
１
～

14
と
59
の
十
五
冊
は
、「
元
丸
様
御
目
見
記　

全
」（
逸
史
１
）
の

よ
う
に
、
各
冊
が
ま
と
ま
っ
た
一
件
記
録
に
な
っ
て
い
る
が
、
逸

史
15
～
58
ま
で
の
四
十
四
冊
は
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
～
正

徳
五
年
（
一
七
一
五
）
を
編
年
で
ま
と
め
、
年
代
未
詳
の
事
項
を

某
年
と
し
て
最
後
尾
の
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

編
年
で
ま
と
め
ら
れ
た
四
十
四
冊
の
各
表
紙
に
は「
第
○
○
冊
」

と
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
第
四
十
三
冊
目
が
抜
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
（
な
お
、
本
来
な
ら
ば
第
二
十
三
冊
に
あ
た
る
「
逸
史　

元

禄
八
年
」（
逸
史
37
）に
は「
第
弐
拾
五
冊
」と
誤
記
さ
れ
て
い
る
）。

ま
た
各
冊
の
冒
頭
に
は
、
記
述
の
根
拠
と
し
た
文
献
の
略
字
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　

宝
永
四
年
地
震
の
記
録
は
、「
逸
史　

宝
永
四
年
」（
逸
史
49
）

に
含
ま
れ
て
お
り
、
記
述
は
三
箇
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
三
七

も
十
月
四
日
と
同
月
二
十
八
日
の
地
震
を
ま
と
め
て
記
し
て
い

る
。
一
つ
目
の
記
述
は
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
四
日
夜
に
「
高

汐
打
続
」
と
あ
る
よ
う
に
、
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

こ
の
中
で
最
も
詳
し
い
記
述
は
三
つ
目
の
記
述
で
あ
り
、
一
ツ
書

右
上
に
「
谷
」
と
い
う
略
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冒
頭

の
記
述
と
照
ら
し
て
「
谷
時
之
丞
家
蔵
大
日
記
」
が
原
史
料
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
谷
時
之
丞
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に

家
督
を
継
ぎ
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
隠
居
し
て
い
る（

（
（

の
で
、

「
逸
史
」
成
立
の
目
安
を
十
九
世
紀
初
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
谷
家
の
宝
永
四
年
時
の
当
主
は
三
代
忠
右
衛
門
祐
壽
（
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
家
督
相
続
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
没
）

で
あ
り
、
祐
壽
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
御
蔵
元
両
人
役
に

あ
っ
て
、
江
戸
と
国
元
を
数
年
毎
に
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る（

（
（

。
史
料
に
は
蔵
屋
敷
の
あ
っ
た
大
坂
や
、
道
後
に
湯
治
へ

行
っ
て
い
た
徳
山
藩
士
岡
彦
六（

（
（

の
情
報
な
ど
様
々
な
情
報
が
含
ま

れ
る
が
、「
谷
時
之
丞
家
蔵
大
日
記
」
が
谷
家
の
当
主
が
書
き
連

ね
た
も
の
と
す
れ
ば
、
江
戸
と
国
元
の
記
述
が
混
在
す
る
内
容

も
、
特
に
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
他
国
の
被
害
状

況
と
国
元
の
被
害
状
況
を
比
較
し
て
、
地
震
の
被
害
は
「
百
歩 【史料１】　「逸史 宝永四年」（逸史 49）



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
三
八

一
」、
高
汐
（
津
波
）
の
被
害
は
「
十
分
一
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。

　

二
つ
目
の
箇
所
は
十
月
二
十
八
日
の
地
震
が
主
に
な
っ
て
い

る
。
一
ツ
書
の
肩
に
「
谷
」
と
記
さ
れ
る
が
、
朱
書
で
「
丹
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
は
「
大
野
丹
蔵
方
元
正
日

記
」
が
根
拠
史
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る（

（
（

。

　

な
お
、
こ
の
史
料
は
『
新
収　

日
本
地
震
史
料
』
に
は
収
録
さ

れ
て
い
な
い
。

【
史
料
二
】
大
坂
御
奉
書
控　

宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
山
毛
利
家
文
庫　

奉
書
録
13
）

　

城
下
徳
山
か
ら
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
へ
送
っ
た
書
状
の
控
を
ま
と

め
た
も
の
。
地
震
の
記
述
は
二
箇
所
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
徳
山
藩
家
老
の
奈
古
屋
玄
蕃（

（
（

か
ら
大
坂
蔵
屋
敷
留
守
居
役
の

中
嶋
兵
右
衛
門（

（
（

に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。
な
お
大
坂
蔵
屋
敷
留
守

居
役
は
大
坂
蔵
屋
敷
の
統
括
者
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

一
つ
は
十
月
七
日
付
の
書
状
で
あ
り
、
十
月
四
日
未
上
刻
に
起

こ
っ
た
地
震
に
よ
る
国
元
（
徳
山
藩
領
）
の
被
害
状
況
を
伝
え
た

も
の
で
あ
る
。
四
日
未
上
刻
か
ら
翌
五
日
朝
ま
で
度
々
揺
れ
た

が
、
建
物
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
夜
中
に
高
汐
（
津 【史料２】「大坂御奉書控 宝永四年」（奉書録 13）



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
三
九

波
）
が
来
た
も
の
の
、
人
馬
等
に
被
害
が
無
か
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
十
月
十
三
日
付
の
書
状
で
あ
り
、
十
月
五
日
付
の
大

坂
蔵
屋
敷
か
ら
の
書
状
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
。
当
時
、
徳
山
藩

蔵
屋
敷
は
大
坂
中
之
島
に
あ
り
、
同
所
で
は
地
震
に
よ
っ
て
建
物

の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
川
を
遡
上
し
て
き
た
津
波
に
よ
っ

て
屋
敷
前
の
橋
に
船
や
材
木
が
流
れ
掛
り
、
落
橋
し
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
る
。

【
史
料
三
】
江
戸
御
奉
書
控　

宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
山
毛
利
家
文
庫　

奉
書
録
141
）

　

国
元
か
ら
徳
山
藩
江
戸
屋
敷
へ
出
さ
れ
た
書
状
の
控
を
ま
と
め

た
も
の
。
地
震
の
記
述
は
三
箇
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
徳
山
藩
家
老

奈
古
屋
玄
蕃（

（（
（

・
粟
屋
丹
宮（

（（
（

・
粟
屋
内
匠（

（（
（

か
ら
徳
山
藩
江
戸
屋
敷
の

桜
井
甚
太
夫（

（（
（

・
粟
屋
与
三（

（（
（

宛
に
出
さ
れ
た
書
状
の
控
で
あ
る
。
な

お
、
当
史
料
は
虫
損
が
多
く
、
所
々
読
め
な
い
箇
所
が
あ
る
。

　

一
つ
目
は
十
月
四
日
未
上
刻
に
起
こ
っ
た
地
震
に
よ
る
国
元

（
徳
山
藩
領
）
の
被
害
状
況
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
被
害
状
況

は
【
史
料
二
】
の
十
月
七
日
付
書
状
と
同
様
で
あ
る
が
、
後
半
で

【史料３】「江戸奉書控 宝永四年」（奉書録 141）



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
四
〇

は
萩
藩
・
長
府
藩
な
ど
が
幕
府
へ
届
け
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
徳

山
藩
江
戸
屋
敷
に
お
い
て
同
様
に
届
け
出
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
十
月
二
十
八
日
に
国
元
で
起
こ
っ
た
地
震
に
つ
い
て

知
ら
せ
た
十
一
月
二
日
付
の
書
状
で
あ
る
。
後
掲
の
史
料
に
明
ら

か
な
と
お
り
、
十
月
二
十
八
日
の
地
震
で
は
、
萩
藩
徳
地
宰
判
上

村
（
現
山
口
市
徳
地
）
で
被
害
が
出
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
徳

山
藩
領
で
も
、
人
的
被
害
こ
そ
無
か
っ
た
も
の
の
、
町
中
や
往
還

筋
、
さ
ら
に
四
熊
村
（
現
周
南
市
四
熊
）・
大
道
理
村
（
現
周
南

市
大
道
理
）
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
つ
目
は
、
十
月
二
十
八
日
の
地
震
に
つ
い
て
萩
藩
が
幕
府
へ

届
け
出
た
こ
と
を
受
け
、
徳
山
藩
江
戸
屋
敷
か
ら
も
届
け
出
た
こ

と
を
、
国
元
が
了
解
し
た
旨
を
伝
え
た
十
二
月
七
日
付
の
書
状
で

あ
る
。

【
史
料
四
】
公
儀
事
諸
控　

宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
毛
利
家
文
庫
31
公
儀
事
５
（
８
の
４
））

「
公
儀
事
諸
控
」は
、
万
治
二
年（
一
六
五
九
）～
天
保
二
年（
一

八
三
一
）
ま
で
、
幕
府
へ
提
出
・
報
告
さ
れ
た
様
々
な
記
事
が
収

録
さ
れ
た
全
二
六
一
冊
か
ら
な
る
膨
大
な
記
録
で
あ
る
。『
毛
利

家
文
庫
目
録
』
に
お
い
て
四
一
公
儀
事
に
分
類
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

宝
永
四
年
地
震
に
関
す
る
記
事
は
「
両
度
地
震
之
事
」
と
題
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
十
月
四
日
未
上
刻
に
起
こ
っ
た
地
震
と
、
そ

の
二
十
四
日
後
に
萩
藩
領
内
の
徳
地
宰
判
上
村
で
起
こ
っ
た
誘
発

地
震
と
見
ら
れ
る
地
震
の
二
つ
を
ま
と
め
て
一
つ
の
記
事
に
し
て

い
る
。

　

冒
頭
に
「
天
水
桶
之
水
こ
ほ
し
候
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
、
天

水
桶
の
水
が
こ
ぼ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
幕
府
向
け
の
ご
機
嫌
伺
い

を
提
出
す
る
基
準
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
ま
た
「
殿
様

御
違
例
御
大
切
之
砌
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
時
、
萩
藩
江
戸
上
屋

敷
（
桜
田
邸
）
に
居
た
藩
主
毛
利
吉
広
が
重
病
を
患
い
臥
せ
っ
て

い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
な
お
、
吉
広
は
、
九
日
後
の
同
月
十

三
日
に
死
去
し
、
そ
の
後
、
藩
内
に
起
こ
っ
た
誘
発
地
震
に
つ
い

て
幕
府
向
け
に
報
告
す
る
際
に
は
家
督
相
続
が
済
ん
で
い
な
か
っ

た
た
め
、
差
出
人
を
記
さ
ず
に
藩
公
儀
人
で
あ
る
野
村
勘
兵
衛
か



一
四
一

宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

　
註

（
1
）
北
原
糸
子
他
編
『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二

十
四
年
。

（
2
）
近
年
、
金
折
裕
司
氏
に
よ
る
史
資
料
の
積
極
的
な
掘
り
起
こ
し
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
『
江
戸
時
代
に
起
き
た
山
口
県
の
震

災 

活
断
層
地
震
と
ス
ラ
ブ
内
地
震
』（
山
口
大
学
理
学
部
金
折
研
究

室
、
平
成
二
十
五
年
）、
同
氏
『
一
八
五
四
安
政
南
海
地
震
と
一
八

七
二
浜
田
地
震
に
よ
る
山
口
県
の
地
震
被
害
』（
山
口
大
学
理
学
部

金
折
研
究
室
、
平
成
二
十
四
年
）、
同
氏
『
語
り
継
が
れ
た
山
口
県

の
大
地
震
と
津
波
―
伝
説
と
民
話
―
』（
山
口
大
学
理
学
部
金
折
研

究
室
、
平
成
二
十
五
年
）
参
照
。

（
3
）【
史
料
二
】
は
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収 

日
本
地
震
史
料 

続
補
遺
別
巻
』
平
成
六
年
、
八
二
頁
。【
史
料
三
】
は
同
書
八
○
～

八
一
頁
及
び
同
『
新
収 

日
本
地
震
史
料 

続
補
遺
』
平
成
五
年
、
一

五
八
～
一
五
九
頁
。【
史
料
四
】の
後
半
部
分
は
宇
佐
美
龍
夫
編『「
日

本
の
歴
史
地
震
史
料
」
拾
遺 

五
ノ
上
』
平
成
二
十
四
年
、
一
三
三

頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し
本
稿
で
は
、
主
に
山
口
県
内
の
被
害

記
述
部
分
を
中
心
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
、
註
２
金
折
裕
司

氏
の
各
著
に
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
も
含
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）「
譜
録 

谷
台
七 

嘉
永
四
年
」
徳
山
毛
利
家
文
庫 

譜
録
741
（
以
下
、

「
徳
山
毛
利
家
文
庫 

譜
録
」
を
「
徳
山
譜
録
」
と
い
う
）。

（
5
）
谷
忠
右
衛
門
祐
壽
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
四
月
に
江
戸
勘
場

役
座
に
勤
め
、
同
七
年
五
月
に
帰
国
し
、
同
九
年
十
月
再
び
江
戸
に

上
り
、
同
年
十
二
月
に
帰
国
、
さ
ら
に
地
震
発
生
後
、
宝
永
五
年
二

月
に
江
戸
へ
上
り
、
さ
ら
に
翌
六
年
五
月
に
帰
国
し
て
い
る
（「
譜

録 
谷
時
之
丞 

文
化
十
四
年
」
徳
山
譜
録
740
）。

ら
幕
府
老
中
の
秋
元
喬
知
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
毛
利
家
文
庫
「
草
舎
年
表（

（（
（

」
に
も
当
該
地
震
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
が
、
山
口
県
域
に
関
す
る
記
述
で
は
な
い
た
め
、
今

回
は
省
略
し
た
。

　

ま
た
、
釈
文
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。
虫
損

箇
所
は
□
で
示
し
た
。
ま
た
、
適
宜
、
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
付

し
、
説
明
と
し
て
加
え
た
傍
注
は
、（　

）
で
示
し
た
。



一
四
二

宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

（
6
）
別
名
岡
直
政
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
徳
山
藩
右
筆
、
禄
高

二
十
石
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
没
（『
譜
録 

岡
山
九
郎
治
』
徳

山
譜
録
320
）。

（
7
）
大
野
丹
蔵
と
は
大
野
直
純
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
（「
譜

録 

大
野

之
助 
嘉
永
四
年
」
徳
山
譜
録
300
）、
大
野
直
純
は
宝
永

四
年
時
点
で
生
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
日
記
の
筆
者
は
不
明
で

あ
る
。

（
8
）
奈
古
屋
玄
蕃
隆
芳
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
没
、
行
年
八
十
八

才
。
徳
山
藩
家
老
、
禄
高
六
百
石
（『
徳
山
市
史 

上
』
昭
和
三
十
一

年
、
五
三
頁
）。

（
9
）
こ
の
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
「
逸
史 

宝
永
四
年
」（
逸
史
49
）

に
は
、「
中
嶋
兵
右
衛
門
儀
、
高
四
拾
石
壱
斗
八
升
三
合
取
中
小
姓
、

近
年
大
坂
御
目
付
七
ケ
年
相
勤
、江
戸
以
来
打
続
八
ケ
年
ニ
相
成
候
、

然
ハ
八
月
廿
二
日
三
十
九
石
余
御
加
増
被
仰
付
持
懸
共
都
合
高
八
拾

石
ニ
被
成
、
大
坂
御
蔵
屋
敷
御
留
守
居
役
被
仰
付
候
旨
、
八
月
廿
二

日
玄
蕃
殿
ゟ
御
奉
書
ヲ
以
大
坂
へ
被
仰
遣
候
」
と
あ
り
、
当
時
中
嶋

が
大
坂
蔵
屋
敷
留
守
居
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
10
）『
徳
山
市
史 

上
』
昭
和
三
一
年
、
二
五
四
頁
参
照
。

（
11
）
前
掲
註
（
8
）
参
照
。

（
12
）
粟
屋
隆
室
。
徳
山
藩
家
老
。
禄
高
四
百
石
（『
徳
山
市
史
史
料 

中
』

五
三
頁
及
び
「
譜
録 

粟
屋
丹
宮 

文
化
五
年
」（
徳
山
譜
録
1219
））。

（
13
）
粟
屋
次
興
。
徳
山
藩
家
老
。
禄
高
六
百
石
（
同
右
書
及
び
「
譜

録 

粟
屋
亘 

文
化
五
年
」（
徳
山
譜
録
1214
））。

（
14
）
桜
井
堯
義
。
出
頭
、
禄
高
二
百
石
。
江
戸
記
録
所
所
勤
（『
徳
山

市
史
史
料 

中
』
五
四
頁
、「
譜
録 

桜
井
権
之
助 

文
化
十
年
」（
徳

山
譜
録
582
）

（
15
）
詳
細
は
不
明
。
組
外
馬
廻
、
禄
高
一
五
〇
石
。

（
16
）
山
口
県
文
書
館
編
『
毛
利
家
文
庫
目
録
別
冊
１ 

公
儀
事
諸
控
総

目
次
Ⅰ
』
平
成
十
一
年
三
月
。

（
17
）
伊
藤
純
一
「
江
戸
時
代
の
震
度
計
―
震
動
の
客
観
的
基
準
を
必
要

と
し
た
人
々
―
」（『
歴
史
地
震
』
第
二
一
号
、
平
成
十
八
年
）。

（
18
）
毛
利
家
文
庫
17
年
表
37
。
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収 

日

本
地
震
史
料 

補
遺 

別
巻
』
平
成
元
年
、
二
〇
一
頁
。



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
四
三

【
史
料
一
】
逸
史　

宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
山
毛
利
家
文
庫　

逸
史
49
）

　

一�

十
月
四
日
未
刻
大
地
震
、
同
夜
高
汐
打
続
昼
夜
地
震
不
止
、

廿
八
日
朝
亦
大
地
震

　
　
　

〈
中
略
〉

丹
一�

同
日
未
上
刻
大
地
震
仕
、
永
々
と
ゆ
り
申
候
、
ね
り
壁
等
之

小
破
有
之
候
、
其
後
小
地
震
日
々
也
、
同
廿
八
日
朝
六
時
大

地
震
、
是
ハ
四
日
之
地
震
ゟ
ハ
以
之
外
強
く
候
、
練
壁
等
之

破
損
大
分
有
之
候
、
一
ゆ
り
強
く
候
、
其
後
昼
夜
十
度
或
ハ

五
八
度
或
五
三
度
年
内
中
ハ
地
震
有
之
候
、
其
上
震
動
夥
敷

　
　

て
候
事

　
　
　

〈
中
略
〉

　

一�

四
日
・
廿
八
日
両
日
之
地
震
、
上
方
筋
大
地
震
、
往
古
以
来

珍
敷
之
由
、
別
て
大
坂
表
之
潰
家
千
軒
ニ
余
、
尼
ケ
崎
ニ
も

大
分
之
潰
家
有
之
候
、
御
城
ニ
も
大
破
出
来
申
候
、
四
国
之

内
讃
岐
国
別
て
潰
家
等
い（
傷
み
）た
ミ
申
候
由
、
上
方
筋
之
大
地
震

徳
山
辺
考
候
処
、
徳
山
辺
ハ
百
歩
一
可
為
候
、
東
海
道
上
方

ゟ
段
々
軽
く
、
至
江
戸
ハ
徳
山
辺
之
地
震
ゟ
軽
由
、
且
又
伏

見
・
京
都
ハ
徳
山
辺
ゟ
強
候
、
十
月
四
日
ハ
未
ノ
上
刻
大
地

震
長
々
敷
ゆ
り
申
候
、
左
候
て
入
相
迄
之
間
、
潮
之
満
干
及

二
三
度
候
、
諸（

マ

マ

）

国
之
諸
国
之
津
々
浦
々
軽
重
ハ
有
之
候
得
共

高
汐
ニ
て
開
作
等
之
類
塩
浜
之
損
亡
国
々
大
破
多
候
、
徳
山

辺
諸
国
之
可
為
十
分
一
、
就
中
大
坂
ハ
如
形
津
浪
橋
々
大
分

高
浪
崩
シ
申
候
、
川
内
川
口
之
大
舩
小
艘
ニ
至
迄
及
二
千
艘

破
損
、
且
又
地
震
之
潰
家
及
八
百
軒
余
、
地
震
う
（
お
カ
）た
れ
、
第

一
津
浪
地
震
之
後
急
ニ
三
度
満
干
有
之
候
付
、
死
人
老
若
男

女
・
貴
賎
・
地
下
人
・
旅
人
と
も
に
弐
千
人
余
之
死
人
可
為

（
朱
書
）
谷

　
　

�

度
々
鳴ナ
リ

渡
申
候
、
萩
御
領
之
内
か
む
ら
市
と
申
候
村
百
姓
家

大
小
百
二
三
十
軒
ゆ
り
崩
し
申
候
家
多
候
、
右
之
内
軽
キ
ほ

（
朱
書
）

上
村
市

（
朱
書
）

丹
七
十
軒

　
　

�

う
立
家
六
軒
潰
不
申
由
ニ
付
、
町
割
中
町
方
共
ニ
仮
屋
仕
、

妻
子
共
仮
屋
住
居
多
仕
候
、
其
故
カ
随
分
軽
キ
風
引
人
別
ニ

（
朱
書
）

徳
山
諸
士
中
不
残
仮
木
屋
用
意
、
町
在
同
断
、
徳
山
中
ニ
潰
家
無
之
、
山
崩
・
岸
欠
・
石
垣
抜
申

類
ハ
難
尽
筆
紙
候

谷



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
四
四

と
申
候
得
共
、
後
々
迄
も
死
人
数
不
相
知
候
由
、
半
時
計
潮

干
候
て
底
見
へ
鳴（
鳴
門
）渡
無
之
由
、
讃
岐
・
土
佐
国
地
震
・
高

汐
、
潰
家
・
流
家
・
死
人
等
夥
敷
候
由
、
伊
与
の
国
道
後
之

湯
、
往
古
ゟ
有
来
候
由
、
十
月
四
日
之
大
地
震
即
刻
湯
出
候

儀
止
、
ゆ（
湯
坪
）

つ
ぼ
即
時
か
わ
き
水
透
ニ
無
之
候
、
其
刻
徳
山
御

家
来
御
祐
筆
岡
彦
六
脚
を
痛
ミ
御
理
、
三
廻
リ
之
内
御
暇
ニ

て
参
申
候
、
二
廻
リ
程
入
候
内
右
之
地
震
ニ
て
道
後
之
湯
不

残
つ（
潰
）ふ

れ
、
徳
山
へ
罷
帰
候
、
翌
年
夏
迄
ハ
湯
水
共
出
不
申

候
、
九
州
ハ
南
前
高
汐
ニ
大
分
家
潰
家
流
、
少
々
死
人
も
有

之
候
由
、
豊
前
表
長
門
国
よ
り
播
磨
地
迄
ハ
右
之
百
歩
一
ニ

候
、
乍
然
所
ニ
ゟ
塩
浜
等
ハ
崩
申
候
、
大
坂
之
外
紀
伊
国
・

伊
勢
・
遠
州
・
江
戸
表
迄
之
海
辺
所
ゟ
大
破
小
破
有
之
候
得

共
、
高
潮
ハ
同
時
同
断
ニ
候
、
別
て
ハ
今
切
之
渡
場
、
沖
之

方
す（
洲
）

ゆ
り
崩
候
て
渡
場
あ
ら
海
ニ
相
成
、
殊
ニ
ハ
荒
井
・

白（
白
須
賀
）

す
か
之
間
津
浪
相
崩
候
て
あ（
荒
井
）

ら
い
中
嶋
ニ
相（
成
脱
カ
）
、
あ（
荒
井
）

ら
い
・

し（
白
須
賀
）

ら
す
か
の
間
海
ニ
相
成
候
ニ
付
、
十
月
四
日
已
来
御
大
名

様
方
ハ
不
及
申
、
諸
人
今
切
渡
通
リ
不
申
、
本
坂
越
仕
候
、

身
軽
飛
脚
・
日
用
等
ハ
十
月
末
ゟ
今
切
を
渡
海
申
候
、
北

国
・
関
東
之
儀
ハ
不
能
一
二
候
、
十
月
四
日
大
地
震
、
左
候

て
三
度
南
ニ
当
リ
大
震
動
、
其
後
昼
夜
五
八
度
も
震
動
仕
、

日
々
五
度
八
度
昼
夜
共
ニ
地
震
仕
候
、
同
廿
八
日
卯
上
刻
大

地
震
仕
候
、
両
度
之
大
地
震
ニ
徳
山
之
ね
り
壁
損
シ
土
蔵
之

へ（
塀
）い

落
申
候
、
然
ハ
弥（
夜
市
）地

村
ゟ
半
里
程
北
之
方
徳
地
之
内

か（
上
村
）

む
ら
市
と
申
百
姓
町
家
作
り
大
小
家
百
三
四
十
軒
も
有
之

候
、
廿
八
日
之
地
震
家
ゆ
り
潰
、
或
ハ
大
破
出
来
損
申
候
、

小
家
五
六
軒
ほ（
掘
）つ
立
家
無
別
条
之
由
、
十
月
四
日
以
来
昼
夜

之
地
震
ニ
付
町
割
中
并
町
家
百
姓
共
徳
山
中
ハ
仮
屋
仕
候
ヘ

ハ
妻
子
等
仮
屋
ニ
罷
居
申
候
、
地
震
次
第
ニ
軽
候
ヘ
と
も
年

内
中
震
動
共
ニ
鎮
り
不
申
候
事

　
　

〈
以
下
略
〉

【
史
料
二
】
大
坂
奉
書
控　

宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
山
毛
利
家
文
庫　

奉
書
録
13
）

今（
十
月
）月

四
日
未
上
刻
爰
元
大
地
震
仕
、
其
後
翌
五
日
之
朝
迄
少
宛



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
四
五

度
々
ゆ
り
申
候
、
御
屋
敷
廻
り
其
外
御
家
頼
居
屋
敷
共
大
破
ハ
無

之
候
、
同
晩
潮
差
引
度
々
変
有
之
、
夜
中
高
汐
ニ
て
海
辺
騒
候
へ

共
、
人
・
牛
馬
等
別
条
無
之
候
、
委
細
両
人
役
ゟ
可
申
入
候
、
為

御
知
せ
如
此
候
、
恐
々
謹
言

　
　

十
月
七
日�

　

奈（
奈
古
屋
）玄

蕃　
　

　
　
　
　

中
嶋
兵
右
衛
門
殿

　

今
月
二
日
、
同
五
日
之
御
状
相
達
令
披
見
候

一�

今
月
四
日
午
中
刻
其
元
大
地
震
半
時
計
仕
候
由
、
御
屋
敷
内
無

別
条
并
御
家
来
末
々
迄
無
異
儀
罷
在
候
通
、
尤
夥
敷
地
震
之
故

御
家
御
蔵
共
破
損
所
大
分
有
之
由
、
左
候
て
申
之
刻
ゟ
高
汐
ニ

付
津
浪
と
申
騒
候
故
、
川
御
舩
差
つ（
繋
ぎ
）

な
き
旁
被
申
付
候
て
汐
引

候
由
、
□（
尤
）御

屋
敷
前
之
橋
之
廻
舩
・
材
木
等
流
懸
り
落
候
由

一�

右
地
震
ニ
て
御
屋
敷
前
之
町
屋
不
残
潰
、
其
外
大
坂
中
潰
家
多

ク
死
人
大
分
有
之
由
、
尤
御
屋
敷
ゟ
遠
方
ニ
壱
二
ケ
所
出
火
有

之
候
へ
共
早
速
鎮
申
由

一�

右
之
通
ニ
付
て
御
屋
敷
内
火
用
心
入
念
被
申
付
之
由
尤
存
候
、

被
仰
越
候
通
夥
敷
地
震
之
由
候
へ
共
、
御
屋
敷
内
外
共
無
別
条

乍
此
上
珍
重
存
候
、
万
事
御
手
前
御
心
遣
之
段
令
蒙
候

一�

右
地
震
注
進
ト
シ
テ
道
中
五
日
雇
切
日
用
飛
脚
之
書
状
箱
、
今

月
十
日
相
達
候

一�

先
月
廿
二
日
江
戸
仕
出
之
書
状
箱
長
崎
陸
便
ヲ
以
被
指
下
、
今

月
十
日
相
達
候

一�

藤
村
助
左
衛
門
儀
、
伊
勢
・
熊
野
え
之
御
代
参
首
尾
能
相
勤
、

今
月
三
日
之
晩
其
元
着
仕
候
へ
共
、
地
震
ニ
付
五
日
之
朝
乗
舩

被
申
付
筈
之
由
令
承
知
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
古
屋
玄
蕃

　
　
　
　
　

中
嶋
兵
右
衛
門
殿

　

�

此
書
状
箱
壱
ツ
桜
井
甚
太
夫
方
え
御
用
之
儀
申
遣
候
故
、
御
手

舩
ヲ
以
差
登
候
条
、
其
元
着
之
上
、
道
中
六
日
七
日
之
日
用
便

ヲ
以
早
々
江
府
可
被
指
下
候
、
為
此
申
入
候

【
史
料
三
】
江
戸
御
奉
書
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
徳
山
毛
利
家
文
庫　

奉
書
録
141
）



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
四
六

　
�

今
月
四
日
未
ノ
上
刻
爰
元
大
地
震
仕
、
其
後
翌
五
日
之
朝
迄
如

形
之
地
震
度
々
少
宛
之
ゆ
り
ハ
度
数
難
極
候
、
御
屋
敷
廻
り
御

家
来
中
居
屋
敷
と
も
ニ
大
破
ハ
無
之
候
、
同
晩
潮
差
引
度
々
変

有
之
、
夜
中
高
汐
海
辺
之
人
家
騒
不
大
形
候
、
併
御
領
内
人
・

牛
馬
共
ニ
怪
我
無
之
候

一�

萩
・
長
府
其
外
近
国
ゟ
右
地
震
御
届
等
有
之
候
ハ
ゝ
於
其
元
承

合
御
届
仕
候
様
ニ
と
被
仰
出
候
、
委
細
両
人
役
ゟ
覚
書
差
登
候

様
申
付
候
、
為
御
知
如
此
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
古
屋
玄（
隆
芳
）蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
丹（
隆
室
）宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
内（
次
興
）匠

　
　
　

桜
井
甚（
堯
義
）

太
夫
殿

　
　
　

粟
屋
与
三
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

〈
中
略
〉

　

�

先
月
廿
八
日
卯
之
中
刻
爰
元
如
形
之
地
震
ニ
候
へ
共
、
御
屋
敷

廻
り
太
躰
無
□
別
条
候
、
諸
士
居
屋
敷
町
在
共
□
□

　

�

四
日
之
地
震
ニ
下
地
痛
有
之
故
候
哉
、
繕
□
此
度
痛
強
相
見
候

へ
共
、
大
変
之
儀
ハ
無
之
候
、
別
紙
書
付
之
通
候
条
、
於
其
元

御
付
届
入
候
ハ
ゝ
了
簡
候
て
御
届
可
□
（
仕
カ
）替

候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

十
一
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
古
屋
玄
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
丹
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
内
匠

　
　
　

�

追
啓
、
地
震
御
知
セ
為
可
申
達
□
□
月
次
日
用
今
日
仕
出

申
付
候
、
以
上

　
　

桜
井
甚
太
夫
殿

　
　

粟
屋
与
三
殿

　
　
　
　

地
震
破
損
之
覚

一
徳
山
侍
屋
敷
塀
其
外
不
残
破
□
（
損
カ
）有

之
事

一�
同
町
人
家
破
損
、
諸
町
共
同
断
□
土
蔵
之
外
塀
并
か
わ
ら
葺

落
損
候

一�

在
々
百
姓
家
破
損
、
田
畠
辺
り
□
不
残
崩
、
岸
欠
落
、
往
来



宝
永
四
年
地
震
関
係
史
料
（
伊
藤
）

一
四
七

不
自
由
有
□（
之
）

一�
四
熊
村
・
大（
大
道
理
）通村
別
て
山
崩
・
石
ぬ
け
痛
ミ
強
、
百
姓
家
数

多
ゆ
り
倒
申
候
事

一�

四
熊
村
ニ
一
ケ
所
、
上
村
ニ
一
ケ
所
畠
之
中
穴
明
水
湧
出
、

小
川
之
様
ニ
相
成
所
□（
有
之
カ
）□

一�

往
還
筋
高
札
場
二
ケ
所
、
石
井
垣
共
ニ
ゆ
□（
り
）崩
申
候
事

一
往
還
筋
橋
台
石
垣
崩
二
ケ
所
落
申
候

一
往
還
筋
岸
欠
石
垣
崩
申
所
数
十
ケ
所
有
之
候
事

一
往
還
筋
大
地
ゆ
り
割
申
所
数
多
有
之

一�

寺
山
ニ
有
之
石
碑
并
社
頭
ニ
有
之
石
燈
籠
大
形
ゆ
り
倒
申
候

事
一
人
・
牛
馬
損
無
之
候
事

右
十
月
廿
八
日
卯
之
中
刻
地
震
之
趣
如
斯
候
、
一
郷
之
内
ニ
て
震

動
強
弱
之
□
（
変
カ
）有

之
候
、
先
月
四
日
ゟ
不
絶
地
震
、
廿
八
日
大
地

震
、
已
後
今
日
迄
も
昼
夜
ゆ
り
申
□（
候
）故
、
在
郷
町
向
共
諸
人
か（
仮
）り

屋
野
住
居
之
躰
ニ
て
罷
在
候
、
夫
故
病
人
多
相
聞
候
、
以
上

　
亥
十
一
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
中
略
〉

十
月
廿
八
日
爰
元
地
震
之
趣
委
細
申
入
候
付
て
、
右
御
届
之
儀
桜

田
御
屋
敷
被
承
合
候
処
、
佐
波
郡
之
内
上
徳
地
村
地
震
強
、
民
家

弐
百
軒
余
倒
、
死
人
男
女
三
人
、
牛
四
疋
損
、
萩
御
城
下
無
御
別

条
段
御
届
被
成
候
付
、
此
御
方
ゟ
も
爰
元
ゟ
注
進
之
趣
ヲ
以
書
付

相
認
、
先
月
十
九
日
御
用
番
井
上
河
内
守
様
へ
与
三
持
参
御
届
被

仕
之
由
、
右
書
付
之
写
被
指
下
相
達
入
高
聴
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

十
二
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
古
屋
玄
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
丹
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
内
匠

　
　

桜
井
甚
太
夫
殿

　
　

粟
屋
与
三
殿

【
史
料
四
】　

公
儀
事
諸
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
毛
利
家
文
庫
31
公
儀
事
5
（
8
の
4
））



宝
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四
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（
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一
四
八

　

九　

両
度
地
震
之
事

一�
宝
永
四
丁
亥

十
月
四
日
未
刻
江
戸
如
形
地
震
仕
、
天
水
桶
之
水
震

こ
ほ
し
候
、
其
比　

殿（
吉
広
）様

御
違
例
御
大
切
之
砌
ニ
テ
漸
々
御
庭

迄
御
除
被
成
候
、
上
中
下
御
屋
敷
中
損
も
無
之
、
惣
て
江
戸
中

破
損
無
之
由
相
聞
候
、
東
海
道
五
畿
内
夥
敷
、
就
中
大
坂
大
地

震
、
同
時
ニ
高
潮
ニ
て
死
人
壱
万
八
千
人
余
、
倒
家
・
潰
家
数

万
軒
、
落
橋
数
十
ケ
所
有
之
候
、
此
御
方
御
屋
敷
記
録
所
御
臺

所
潰
家
ニ
相
成
、
其
外
之
長
屋
少
々
破
損
有
之
候
、
京
都
御
屋

敷
ハ
無
替
儀
候
、
右
時
刻
関
東
九
州
迄
同
時
ニ
震
、
御
国
中
も

如
形
事
候
へ
と
も
破
損
ハ
無
之
候
、
駿
府
御
城
其
外
諸
国
城
々

三
拾
余
ケ
所
破
損
有
之
由
相
聞
候
事

一�

宝
永
四
丁
亥

十
一
月
四
日
之
状
御
国
毛
利
蔵（
就
直
）主
・
益
田
越（
就
賢
）中
・
志

道
丹（
就
保
）宮
よ
り
江
戸
宍
戸
丹（
就
延
）波
・
佐
世
主（
広
長
）殿
方
へ
申
越
候
ハ
十
月

廿
八
日
卯
之
下
刻
御
両
国
如
形
地
震
仕
、
就
中
上
徳
地
村
左
之

通
破
損
有
之
候
、
其
外　

御
城
廻
在
々
迄
破
損
無
之
候
通
申
越

候
事

　
　
　

一
倒
家
弐
百
八
拾
九
軒

　
　
　
　
　

内
本
家
弐
百
三
軒
、
其
外
ハ

馬
蔵
牛
屋
等
也

　
　
　

一
死
人
三
人
男
一
人

女
二
人

　
　
　

一
怪
我
人
拾
五
人　

男
女

　
　
　

一
死
牛　

四
疋

右
之
通
申
来
候
、
公
儀
え
御
届
被
成
儀
付
て
左
之
通
書
付
相
調

候
、
御
家
督
末（
未
）被
仰
出
儀
付
て
御
書
付
ニ
月
日
計　

御
名
も
無
之

公
儀
人
之
名
も
不
相
調
、
秋
元
但（
喬
知
）馬

守
殿
へ
野（
萩
藩
公
儀
人
）

村
勘
兵
衛
持
参
、

御
用
人
え
相
渡
、
但
馬
守
被
聞
召
届
候
由
候
事

　
　

�

十
月
廿
八
日
卯
之
下
刻
長
門
・
周
防
両
国
之
内
地
震
、
就
中

周
防
国
佐
波
郡
上
徳
地
村
と
申
所
地
震
強
、
倒
家
弐
百
軒
余

死
人
三
人
内
壱
人
男

弐
人
女
死
牛
四
疋
有
之
由
申
越
候
、
依
之
御
届

申
上
候
、
以
上

　
　
　
　

十
一
月
十
五
日

百
姓
家




